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日本フランス語フランス文学会東北支部大会 

総	
 会	
 記	
 録 
 

    議長：中里	
 まき子(岩手大学）	
  
 

	
 阿部宏支部長より、支部規約（資料５）第９条の①により運営委員会から議長に中里まき子氏

を指名したことを告げた。 
※中里まき子議長より、議事に入る前に、配布資料には、 
 ・総会次第 
 ・昨年（2015）度の総会記録 
 ・資料１：各種委員会報告・支部会誌編集委員会報告 
 ・資料２：（幹事会から） 
 	
 	
 	
 ２−１：幹事会報告 
       ２−２：会員数減少対策WG最終答申 
 	
 	
 	
 ２−３：会費見直し、ならびに自動退会制度廃止の件 
 	
 	
 	
 ２-４：運営規則の改正 
 ・資料３：（研究情報委員会から）書評対象本推薦のお願い 
 ・資料４：日本フランス語フランス文学会東北支部会員名簿 
 ・資料５：日本フランス語フランス文学会東北支部規約 
 ・資料６：支部役員任期一覧 
 ・資料７：支部規約の改正（文言修正）について（案） 
が含まれていることを確認した。昨年度の総会記録について気づいた点があれば、随時受付ける

旨を告げて、議事に入った。  
 

 
I 報告事項 
1	
 各種委員会報告  
    
1)役員会 
	
 阿部宏支部長より、以下の報告があった。 
	
 秋季大会（東北大学）での役員会に出席した。詳細は代表幹事の報告、および「学会ニュース」

に譲るが、役員会については、会費見直し（普通会員を正会員 A（常勤職にある会員）と正会員
B（常勤職にない会員）に分け、前者は従来どおり 10,000円、後者を 7,000円とする）、その他
自動退会制度の廃止などが協議され、総会で認められた。 
	
 総会で、（支部長としてではなく個人の資格で）「会員数が減少している北海道支部について、

会報を東北支部など他の支部と合同での刊行なども考えられるのでは」との発言を行った。 
 
 
2)幹事会 
	
 熊本哲也支部代表幹事より、以下の報告があった。  
〔報告事項〕 
・会員数が減少している。現在の会員数は資料に記載のとおり（個人会員 1135名。普通会員 19
名減、学生会員８名増）。 
・学会誌 110号・111号が合本の体裁で 2017年秋刊行予定。『LITTERA』第２号の査読を行っ
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ている 
・分科会を増やす動きがあり、編集委員会の再編成が進行中である。それに伴い各支部から２名

の推薦がもとめられ、東北支部からも２名の候補者を推薦している。 
〔協議事項〕 
・学会ロゴについて：新しいロゴとなった（学会ホームページを参照）。 
・会費額見直し、ならびに自動退会制度廃止について：改革案の骨子（本学会員の種類と会費額

の見直し、自動退会制度の廃止、全国大会のさらなる活性化）にもとづき、会員の種類と会費額

についての変更が提案された。普通会員は正会員 A（常勤職にある会員、年額 10,000円）と正
会員 B（常勤職にない会員、年額 7,000 円）に分ける。学生会員の年額は 7,000 円から 5,000
円に減額となる。新会費総額は減となるが、会員数減少に歯止めをかけることを最重要課題とし

た判断である。尚、本会会則の変更に伴い、支部規約の改正（文言修正）案が本支部総会の協議

事項として提案される 
・研究発表分科会の改編について：「思想／文化分科会」の増設、「20世紀分科会」を「20・21
世紀分科会」とする件について提案された。委員改選の時期にあたる２年後の変更を目指す。 
・支部アンケートの結果について：北海道支部は自主独立で続行の方針。 
 
 
3)支部運営委員会 
	
 阿部宏支部長より、以下の報告があった。   
	
 支部運営員会を開催する時間的余裕がなかったので、メイルでの意見交換を行った。主たる内

容は来年度の役員候補である。また会費見直しに伴う本会の規約改正に関連して、支部規約の文

言修正の可否について検討を行った。 
  
 
4)渉外委員会 
	
 合田陽祐委員より、以下の報告があった。    
	
 10月 22日に東北大学で開催された渉外委員会では、以下の 4点の承認と協議が行われた。第
1 に、日本サルトル学会・韓国サルトル研究会合同サルトルシンポジウム「サルトルの今日性」
（2016年 7月 16日、於立教大学）への後援を承認した。第 2に学会秋季大会特別講演 « Paul 
Valéry et son temps » （2016年 10月 23日、於東北大学）への謝金申請を承認した。第 3に、
日本バルザック研究会主催シンポジウム « Balzac et la représentation de la Table »（2017年 9
月 23日開催予定、於大阪府立大学）について、『LITTERA』のためのシンポジウム企画として
支援することを承認した。第 4に、日本フランス語フランス文学会中部支部主催支部大会（2016
年 12月 3日開催予定、於名古屋外国語大学）での亀山郁夫氏の基調講演『黙過の想像力	
 ドス
トエフスキーとフランス文学』への後援と謝金の申請を承認した。協議事項として話し合った、

2016年度春季大会後、欠員となっている北海道支部の新委員については、未定のままとなった。 
 
 
5)広報委員会 
	
 寺本成彦委員より、以下の報告があった。 
・春季：平成 28年５月 28日に学習院大学で開催され、委員長、副委員長ともに改選された。 
	
 	
 	
 	
 議案は、業務分担、学会ニュースの編集、ホームページ更新についてであった。 
・秋季：委員会は開催されなかった。 
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6)語学教育委員会 
	
 間瀬幸江委員より、以下の報告があった。   
・春季：平成 28年 5月 28日、学習院大学にて開催された。 
	
 議案 1： 新旧委員交替について 委員長、副委員長ともに再選された。 
	
 議案 2： 報告(1)2016年度スタージュについて 
	
 議案 3： 議題(1)語学教育委員のかかわるスタージュ運営業務について：予算削減策の一環と
して、語学教育委員会の構成員のうち、委員会の主要業務であるスタージュ運営に関わることが

難しい地方支部の委員枠を削減する件について議論が行われた。 
・秋季：委員会は開催されなかった。 
 
 
6)研究情報委員会 
	
 翠川博之委員より、以下の報告があった。 
・冊子版 cahierの編集・発行： cahier 第 17号（3月 31日付）と cahier 第 18号（9月 1日
付）を刊行した。現在、cahier第 19号の刊行に向け編集作業を行っている。 
・cahier 電子版コンテンツの整理と拡充：過去の「site web cahier」の整理を進めつつ、コン
テンツ拡充の一環として新たに「書評コーナー」を設け、自著紹介 1件を掲載した。「研究レヴ
ュー」については、現在 3件のレヴューを執筆依頼中。 
※書評対象本推薦のお願い→資料３ 
 
 
7)学会のあり方検討委員会 
	
 山崎冬太委員より、以下の報告があった。 
	
 この１年間、学会執行部からの諮問がなかったため、委員会は開催されなかった。 
 
 
8)監査 
	
 阿部宏慈監査役より以下の報告があった。 
	
 事務局から東北支部の会計に関する書類が送られ、収入・支出とも適切に会計処理が行われて

いることを確認した。 
 
2	
 支部会誌編集委員会報告 
	
 辻野稔哉運営委員［支部会誌担当］より、以下の報告があった。 
 2016 年 5 月 25 日付で、支部会報「Nord-est」第 9 号 web 版を発行した。編集委員の方々、
ご協力いただいた先生方に改めて御礼申し上げる。なお、本日のご発表、シンポジウムに基づき

第 10号 web版を発行し、その後、第 9号 10号合併号を冊子体として出版する。皆さまのご協
力をよろしくお願いしたい。 
 
 3 支部会員の登録状況 
	
 阿部いそみ運営委員［総務担当］より、以下の報告があった。 
	
 資料４のとおり、本年（2016）度の支部会名簿を作成した。会員数は、普通会員 43名、学生
会員 3名の計 46名である。 
 
 4 その他 
	
 中里まき子議長より、他に報告事項の有無を確認したが、なかった。 
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II 協議事項 
1 役員の選出について    
1)役員に関する支部規約の確認 
	
 中里まき子議長より、資料５に基づき、支部規約第６条及び運営細則第１条＆第２条を確認し

た。 
（今回選出される役員の任期は、2017年春季全国大会時の総会翌日から始まる） 
 
 
2)役員及び任期の確認 
	
 阿部いそみ運営委員〔総務担当］より、資料６（役員任期一覧）に基づき、役員の任期を確認

するとともに、「支部代表幹事」１名、「運営委員（支部会誌１名、会計１名、総務１名）」、「研

究情報委員」１名、「学会のあり方検討委員」１名、「監査」２名を選出する必要がある旨、確認

した。 
 
 
3)支部代表幹事の選出 
	
 中里まき子議長より、運営細則第１条④により、運営委員会へ推薦を求め、阿部宏支部長から、

今井勉氏が推薦された。 
	
 続いて、中里まき子議長より、運営細則第１条⑤により、会員へ立候補を求めたが、立候補者

がおらず、今井勉氏が支部代表幹事に選出された。 
 
 
4)運営委員の選出	
  
	
 中里まき子議長より、運営細則第１条④により、運営委員会へ推薦を求め、阿部宏支部長から、

支部会誌担当として寺本成彦氏を推薦し、会計担当として中里まき子氏、総務担当として阿部い

そみ氏に再任願いたい旨、推薦した。 
	
 続いて、中里まき子議長より、運営細則第１条⑤により、会員へ立候補を求めたが、立候補者

がおらず、支部会誌担当として寺本成彦氏、会計担当として中里まき子氏、総務担当として阿部

いそみ氏が選出された。 
 
 
5)研究情報委員の選出 
	
 中里まき子議長より、運営細則第１条⑨により、運営委員会へ推薦を求め、阿部宏支部長より、

寺本弘子氏の推薦があり、寺本弘子氏が研究情報委員に選出された。 
 
 
6)学会のあり方検討委員の選出 
	
 中里まき子議長より、運営細則第１条⑨により、運営委員会へ推薦を求め、阿部宏支部長より、

山崎冬太氏に再任願いたい旨の推薦をし、山崎冬太氏が学会のあり方検討委員に選出された。 
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7)監査２名の選出 
	
 中里まき子議長より、運営細則第１条⑨により、運営委員会へ推薦を求め、阿部宏支部長より、

菊地良夫氏、及び、小林文生氏を推薦し、菊地良夫氏、及び、小林文生氏が監査役に選出された。 
 
 
 
２ 支部規約の改正（文言修正）について（案）	
  
	
 阿部宏支部長より、支部規約の文言修正について、資料７のとおり提案され、質疑を経て、提

案どおり規約の改正が認められた。 
 
 
 
３ 次期開催校について 
	
 阿部宏支部長から、2017年度は秋田大学で開催したい旨の提案があり、承認された。続いて、
秋田大学の辻野稔哉氏より次期開催にあたっての挨拶があった。 
 
 
 
４ その他 
	
 中里まき子議長より、他に報告事項等の有無を確認したが、なかったため、総会終了が宣言さ

れて閉会となった。 


